
に
は
１
万
人
、
ｎ
月
６
日
の
集
会
に
は
１
万
５
千
人

を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
６
日
の
請
願
デ
モ
は
国

会
周
辺
を
取
り
囲
ん
で
い
た
市
民
と
合
流
し
、
法
案

が
参
議
院
本
会
議
で
成
立
し
た
深
夜
に
は
詰
め
か
け

た
数
万
人
の
市
民
が
国
会
の
ま
わ
り
で
「
秘
密
保
護

法
絶
対
反
対
」
を
叫
ん
で
い
た
。
民
主
主
義
と
自
由

な
社
会
を
守
ろ
う
と
す
る
市
民
の
熱
気
は
、
解
放
感

に
満
ち
て
い
た
。

私
は
、
弁
護
士
と
な
っ
て
加
年
余
、
国
家
秘
密
法
、

盗
聴
法
や
共
謀
罪
な
ど
多
く
の
悪
法
制
定
に
反
対
す

る
活
動
に
関
わ
っ
て
き
た
が
、
帥
年
安
保
以
降
、
特

定
の
法
律
の
反
対
運
動
で
こ
れ
ほ
ど
盛
り
上
が
っ
た

こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

特
定
秘
密
保
護
法
憾
根
本
的
欠
陥
法

今
回
成
立
し
た
法
に
は
根
本
的
な
欠
陥
が
あ
る
。

何
が
秘
密
に
指
定
さ
れ
る
か
が
限
定
さ
れ
ず
、
政

府
の
違
法
行
為
を
秘
密
に
指
定
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
公
務
員
だ
け
で
な

く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
市
民
も
、
独
立
教
唆
・
共

・
謀
・
煽
動
の
段
階
か
ら
処
罰
さ
れ
る
。
最
高
刑
は
加

年
の
厳
罰
だ
。
政
府
の
違
法
行
為
を
暴
い
た
内
部
告

発
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
市
民
活
動
家
を
守
る
仕

組
み
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ツ
ワ
ネ
原
則
（
編
注
／

「
国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
秘
密
保
護
」
と
「
市
民
の
知
る

●
電
ｌ
“
‘

特
集
脅
蕊
競
涜
反
動
政
権
打
倒
！

権
利
の
確
保
」
と
い
う
対
立
課
題
の
両
立
を
図
る
た
め
、
全

世
界
の
５
０
０
人
を
超
え
る
専
門
家
に
よ
り
作
成
さ
れ
た

「
国
家
安
全
保
障
と
情
報
へ
の
権
利
に
関
す
る
国
際
原
則
」
。

２
０
１
３
年
６
月
に
南
ア
フ
リ
カ
の
都
市
・
ツ
ワ
ネ
で
採
択

さ
れ
た
）
に
こ
と
ご
と
く
反
し
て
い
る
ば
か
り
で
な

く
、
２
人
の
国
連
特
別
報
告
者
と
ピ
レ
ー
人
権
高
等

弁
務
官
か
ら
も
重
大
な
懸
念
が
表
明
さ
れ
た
。
こ
の

法
律
に
は
部
分
的
修
正
で
対
応
で
き
な
い
根
本
的
欠

陥
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

戦
争
ば
い
つ
も
政
府
の
ウ
ソ
掻
秘
密
に
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
る

近
現
代
の
歴
史
を
見
る
と
戦
争
の
始
ま
り
に
は
必

ず
政
府
の
ウ
ソ
が
あ
り
、
ウ
ソ
は
秘
密
と
さ
れ
て
き

た
。
１
９
３
１
年
の
満
州
事
変
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
柳
条
湖
事
件
は
関
東
軍
が
軍
事
行
動
を
起
こ
す
た

め
に
行
な
っ
た
自
作
自
演
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍

が
本
格
的
に
ベ
ト
ナ
ム
に
介
入
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
１
９
６
４
年
８
月
の
北
ベ
ト
ナ
ム
海
軍
に
よ

る
ト
ン
キ
ン
湾
魚
雷
攻
撃
事
件
の
う
ち
、
２
回
目
に

起
き
た
８
月
４
日
の
事
件
は
、
８
月
７
日
の
議
会
の

北
爆
開
始
決
議
の
理
由
と
さ
れ
た
が
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン

ペ
ー
パ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
側
が
仕
組
み
、

提
造
し
た
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
の
理
由
と
さ
れ
、
国
連
で
パ
ウ

エ
ル
国
務
長
官
が
説
明
し
た
大
量
破
壊
兵
器
問
題
も

ア
メ
リ
カ
の
ね
つ
造
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
、
政
府
の

ウ
ソ
を
秘
密
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
戦
争
は
始
ま
っ

て
き
た
。
秘
密
保
護
法
は
、
政
府
の
秘
密
を
拡
大
し
、

民
主
主
義
を
破
壊
し
、
市
民
の
判
断
を
誤
ら
せ
、
む

臨
時
国
会
に
お
け
る
法
案
審
議
手
続
の
異
常
性

２
０
１
３
年
咽
月
６
日
午
後
ｎ
時
過
ぎ
、
特
定
秘

密
保
護
法
案
が
参
議
院
本
会
議
で
記
名
採
決
さ
れ
、

成
立
し
た
。
臨
時
国
会
に
お
け
る
法
案
審
議
は
、
極

め
て
異
常
な
も
の
だ
っ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
法
律
家
だ
け
で
な
く
、
表
現

者
、
市
民
団
体
な
ど
幅
広
い
各
界
か
ら
法
案
に
対
す

る
深
刻
な
懸
念
が
表
明
さ
れ
た
。
慎
重
審
議
を
求
め

る
世
論
は
８
割
に
も
達
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
審
議
時
間
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
約
妬
時
間
、

参
議
院
で
は
そ
の
半
分
に
も
満
た
な
い
わ
ず
か
約
躯

時
間
で
あ
っ
た
。

石
破
自
民
党
幹
事
長
は
、
国
会
に
集
ま
っ
た
市
民

の
反
対
の
声
を
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
同
一
視
し
、
取
り
締

ま
ろ
う
と
し
た
。
福
島
で
の
公
聴
会
で
は
、
意
見
陳

述
者
７
名
全
員
が
反
対
な
い
し
慎
重
な
意
見
で
あ
り
、

賛
成
意
見
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の

翌
日
に
は
衆
議
院
特
別
委
員
会
で
強
行
採
決
が
行
な

わ
れ
た
。
廻
月
５
日
の
参
議
院
特
別
委
員
会
で
の
強

行
採
決
は
議
事
速
記
で
も
聴
取
不
能
と
さ
れ
採
決
の

正
当
性
に
す
ら
疑
問
が
あ
る
。

政
府
と
国
会
を
震
憾
さ
せ
た
反
対
運
動
の
高
揚

ｎ
月
別
日
の
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
お
け
る
集
会

秘
密
綴
護
法
と
安
倍
政
権
の

戦
争
政
策
に
ノ
ー
を
！

４

海
渡
雄
一
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戦
争
準
備
の
た
め
の
国

一
い
保
護
法
に
よ
っ
て
、
防
衛
省
・
外
務
省
の
防
衛
と
外

珪
交
に
関
す
る
情
報
だ
け
で
な
く
、
特
別
有
害
活
動
（
い

癖
わ
ゅ
る
ス
パ
イ
活
動
）
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
に
関
す
る

主
円一

読
情
報
が
指
定
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
公

国
安
警
察
や
公
安
調
森
庁
な
ど
の
公
安
機
関
の
保
有
す

弱
る
情
報
が
特
定
秘
密
と
な
る
。
私
は
、
当
初
な
ぜ
政

調
府
が
警
察
情
報
ま
で
を
特
定
秘
密
の
対
象
と
す
る
の

中央に筆者（笠者提供）

峰
こ
の
法
律
が
日
本
版

犠
集
１
安
倍
反
動
政
擢
打
倒
！

年
代
の
ス
パ
イ
防
止
法
の
時
と
比
較
し
て
も
、
秘
密

定
）
の
要
請
を
満
た
す
た
め
で
あ
っ
た
。
１
９
８
０

す
る
た
め
の
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
（
軍
事
情
報
包
括
保
護
協

あ
り
、
緊
急
の
必
要
性
は
日
米
の
軍
事
情
報
を
共
有

ィ
防
止
法
案
の
制
定
の
動
き
か
ら
引
き
続
く
も
の
で

戦
争
目
的
に
奉
仕
す
る
公
安
警
察

し
る
戦
争
の
危
機
を
招
き
寄
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

秘
密
保
全
法
制
の
提
案
は
、
１
９
８
５
年
の
ス
パ

全
保
障
基
本
法
案
と
３

内
体
制
を
固
め
る
こ
と

だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ

か
つ
た
。
し
か
し
、
法

Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
設
置
、
国
家
安

か
う
ま
く
説
明
で
き
な

イ
ン
の
目
的
は
、
や
は
り

た
よ
う
な
気
が
す
る
。

政
府
の
意
図
が
わ
か
つ

ま
っ
た
今
、
は
っ
き
り
と

案
が
可
決
成
立
し
て
し

秘
密
法
廃
止
運
動
を
始
め
よ
う
！

２
回
の
日
比
谷
野
音
集
会
を
主
催
し
た
実
行
委
員

会
は
、
今
後
は
弓
秘
密
保
護
法
』
廃
止
へ
！
実
行

委
員
会
」
と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。
当
而
の
活
動
と
し
て
は
、
法
律
廃
止
の
た

め
の
請
願
署
名
運
動
と
次
期
国
会
開
会
日
の
国
会
包

囲
な
ど
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

国
会
で
成
立
し
た
法
律
は
同
じ
手
続
き
で
廃
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
提
起
さ
れ
、

超
党
派
の
実
行
委
員
会
が
一
致
し
て
こ
の
よ
う
な
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
た
こ
と
自
体
が
、
運
動

の
高
揚
が
も
た
ら
し
た
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
法
律
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
決
し

て
あ
き
ら
め
な
い
。
萎
縮
す
る
こ
と
は
政
府
の
思
う

つ
ぼ
だ
。
も
う
隷
従
は
し
な
い
と
決
意
せ
よ
。
明
日

か
ら
、
秘
密
法
の
あ
る
社
会
を
拒
否
し
、
そ
の
実
質

化
を
食
い
止
め
る
た
め
、
新
た
な
闘
い
を
始
め
よ
う
。

（
か
い
ど
・
ゅ
う
い
ち
／
弁
護
士
。
第
二
東
京
弁
護
士
会
所

属
。
日
本
弁
護
士
連
合
会
秘
密
保
全
法
制
対
策
本
部
副
本
部

長
、
脱
原
発
弁
護
団
全
国
連
絡
会
共
同
代
表
。
筆
者
写
真
は

胃
言
］
オ
ー
プ
ン
コ
ン
テ
ン
ッ
ｇ
］
望
巨
へ
ｇ
よ
り
）

私
は
、
こ
の
法
律
の
メ

っ
の
柱
で
、
戦
争
準
備
の
態
勢
を
整
え
よ
う
と
す
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
（
ｚ
昌
○
昌
の
⑦
。
目
ｑ

ｏ
ｏ
ｇ
＆
国
家
安
全
保
障
会
議
）
は
戦
争
の
司
令
部
を
作

る
法
律
、
国
家
安
全
保
障
基
本
法
案
は
戦
争
を
す
る

時
の
手
続
き
を
定
め
た
法
律
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
秘
密
保
護
法
は
社
会
そ
の
も
の
を
戦
争
モ
ー
ド

に
変
え
、
戦
争
に
反
対
す
る
こ
と
そ
の
も
の
を
ス
パ

イ
視
し
、
市
民
が
戦
争
に
反
対
す
る
こ
と
を
困
難
に

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
。

戦
前
の
場
合
も
、
治
安
維
持
法
と
並
ん
で
軍
機
保

護
法
の
運
用
責
任
は
、
特
高
警
察
に
あ
っ
た
。
反
体

制
勢
力
の
取
り
締
ま
り
を
目
的
と
す
る
治
安
維
持
法

と
軍
事
秘
密
の
保
護
を
目
的
と
す
る
軍
機
保
護
法
が

同
じ
機
関
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
歴
史

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

市
民
に
対
す
る
監
視
活
動
を
秘
密
に
す
る

反
体
制
連
動
が
沈
静
化
す
る
中
で
、
公
安
警
察
は

そ
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
た
。
１
９
９
５
年
の

サ
リ
ン
事
件
、
２
０
０
１
年
の
９
．
ｕ
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
は
公
安
警
察
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
公

安
調
査
庁
を
含
め
て
、
公
安
機
関
は
テ
ロ
対
策
に
照

準
を
合
わ
せ
、
国
家
安
全
保
障
に
取
り
組
む
姿
勢
を

明
確
に
し
た
。
そ
し
て
、
基
本
的
に
反
体
制
的
な
組

織
に
限
定
さ
れ
て
い
た
監
視
対
象
を
市
民
活
動
全
般

に
広
げ
て
き
た
。

自
民
党
の
石
破
茂
幹
事
長
が
、
秘
密
保
護
法
案
に

反
対
す
る
市
民
の
デ
モ
を
「
テ
ロ
と
本
質
的
に
変
わ

ら
な
い
」
と
ブ
ロ
グ
で
表
明
し
、
こ
の
法
律
が
市
民

活
動
を
テ
ロ
と
同
一
視
し
、
取
り
締
ま
り
の
対
象
と

画
④

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
る
み
に
出
さ
れ
た
。

反
原
発
・
脱
原
発
運
動
は
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
反

体
制
運
動
の
一
種
と
規
定
さ
れ
、
公
安
警
察
の
監
視

対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
秘
密
保
護
法
の
下
で
は
改
憲

反
対
運
動
や
反
戦
運
動
全
体
が
強
い
監
視
対
象
と
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
戦
争
目
的
に
奉
仕
す

る
特
高
警
察
の
完
全
復
活
が
秘
密
保
護
法
の
目
的
な

の
で
あ
る
。
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